
 

 

 

 

 

 

病院長挨拶 

近況報告 
地方独立行政法人に対する市の評価委員会（委員長は松岡医師会長）から、独法化後最初の 

「平成 25 年事業年度の業務実績に関する評価結果」のご報告をいただきました。平成 25年 

事業年度の業務実績としての全体評価は、中期目標・中期計画の達成に向けて計画通り進んで 

いると評価されました。「中核病院として地域医療連携を維持・強化しつつ、入院・外来診療 

において計画を上回る実績をあげ、結果として単年度黒字を計上したことから、法人の公共性 

及び経済性を両立させた健全経営が行なわれている」と判断されました。本院を全面的にご支援 

下さる小山地区医師会の会員諸先生に改めて感謝申し上げます。 

さて、8 月第 1 火曜日の午後８時から、新小山市民病院の会議室において、医師会と本院の共催による    

第 1 回の「ポットラックカンファランス」が、文字通り手弁当で開催されました。多数の医師会員の先生、本院

そして自治医大総合診療部の医師が集まり、日常診療で経験した臨床例を題材にして、“老い”も若きも、和気

あいあいと質疑を交わし、近年稀に見る熱心な勉強会となりました。「継続こそ力なり」、本カンファランスを  

これからも大事に育てて行こうと皆で誓い合いました。事務局を本院の総合診療科医師が努めており、私たちも

医師会の先生方と一緒にともに勉強していきたいと思います。 

9 月から神経内科に脳卒中専門医師が 1 名加わり、脳卒中・心臓病センター開設に向けて大きな弾みとなり 

ました。年間脳卒中入院症例 365 人を目指します。心臓の方も、昨年は心カテーテル 330 件、インターベン

ション 130 件と過去最高でしたが、今年はそれを上回る勢いです。Time is muscle,あるいは time is brain と

言われるように、1 分でも速い治療開始が運命を左右する脳・心救急疾患は、地域に密着した中核病院の存在  

意義を発揮する分野です。皆様のご期待に添えるよう頑張りますので、ご紹介の程よろしくお願いします。 

9 月現在で本院の医師総数は 42 名となりました。看護師と同様、まだまだ不足しています。小山や近隣の  

ご出身の医師・看護師で、市民病院に勤務してふるさとに貢献したいという方がおられましたら、大歓迎です。 

平成 26年 9月 

新小山市民病院 理事長・病院長 島 田 和 幸 

主なトピックス 

   地域包括ケア病棟 
平成 26年 7月より、中3 階病棟で地域包括ケア病棟を開設しました。 

ご存じの通り今年度の診療報酬改定では地域包括ケアシステムという言葉が出てきました。 

 これは                ① 医療との連携 

② 介護サービスの充実強化 

③ 予防の推進 

④ 生活支援サービスの確保 

⑤ 高齢者住まいの整備 

を進めることが地域包括ケアシステムを実現するための 5 つの視点とされています。 

地域包括ケア病棟は、在宅復帰率 7割以上、入院は 60 日を上限などの保険のルールがありますが、医療と

の連携の部分で大きな役割を果たせると考えています。 

        http://www.hospital-oyama.jp/   〒323-0028 栃木県小山市若木町1-1-5 ☏0285-21-3800（代表） 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポットラックカンファレンスは、小山地区医師会と新小山市民病院とで行われる、 

毎日の診療のちょっとした経験を皆で持ち寄って気楽に勉強する会です。 

8 月 5 日、新小山市民病院会議室にて第 1 回の会が開催されました。 

島田院長、川村内科クリニック川村先生、自治医科大学総合診療科山本先生の 3 名の先生に御登壇いた

だき、日常よく遭遇する症状や診療経過をもとに、次の日からの診療に活かせるようなヒントやコツを話し

て頂きました。地区医師会の先生方をはじめ総勢 42 名の方々に御参加頂き、お茶やお菓子を食べながらの

リラックスした雰囲気のもとで、質問や意見交換が行われました。 

ポットラックカンファレンスは 2 ヶ月に 1 回の開催を予定しており、次回は 10 月を予定しています。

お話ししたい経験や相談してみたい疑問がある場合はポットラックカンファレンス事務局まで御連絡下さ

い。もちろん、聞きにいらっしゃるだけでも大歓迎です。皆様で作るポットラックカンファレンスに是非  

御参加下さい。 

 

ポットラックカンファレンス事務局 

熊田真樹、小松憲一 

新小山市民病院 総合診療科 

email:komaken@jichi.ac.jp 

新小山市民病院ニュースレター No.6 

新小山市民病院の平成 25 年度決算は、

標記の通りです。地域における患者様の 

御支持とスタッフ全員による経営改善努力

が実り、昨年度と比較し大幅な財務改善を

図ることが出来ました。このような結果に

至った背景は、医療点数換算の精緻化、 

それに付随したＤＰＣへの移行準備を通じ

た医事会計の実態把握と再検証を実践し

たことに起因するものと思料致します。 

地方独立行政法人移行後、初年度決算と

いうこともあり、病院改革に向け、理事長を

始めとした当院スタッフの思いが成果に結

び付き、一つの達成感と共に、更なる前進

を標榜した緊張感、地域医療に対する使命

感も強く感じている次第です。 

当院は、平成２８年１月に新天地での  

スタートを切ることとなります。地域住民の

そして地域医療機関の皆様から発せられる

ニーズに、しっかり応えられる中核病院足り

得る存在を目指し、経営及び決算状況は 

もとより、病院スタッフの人的高度医療 

提供能力も日々 

高めて行けるよう、 

努める所存です。 

金額 構成比 金額 構成比
円 % 円 % 円

5,624,066,902 97.7% 4,880,550,639 88.1% 743,516,263

（１）入院収益 3,505,307,068 60.9% 3,090,158,261 55.8% 415,148,807

（２）外来収益 1,574,447,999 27.4% 1,461,521,383 26.4% 112,926,616

（３）その他医業収益 544,311,835 9.5% 328,870,995 5.9% 215,440,840

117,697,858 2.0% 656,754,995 11.9% ▲ 539,057,137

12,740,000 0.2% 0 0.0% 12,740,000

5,556,979,440 100.0% 5,491,479,148 100.0% 65,500,292

5,392,377,078 97.0% 5,354,185,461 97.5% 38,191,617

127,037,353 2.3% 129,243,543 2.4% ▲ 2,206,190

37,565,009 0.7% 8,050,144 0.1% 29,514,865

151,698,834

▲ 1,335,403,328

▲ 1,289,576,842

100.0 5,537,305,634 217,199,126100.0

45,826,486

前年度繰越欠損金 1,335,403,328

当年度未処理欠損金 1,289,576,842

病院事業費用

２　医業外費用

197,525,320

0

0

当年度純利益

３　特別損失

１　医業費用

３　特別利益

１　医業収益

２　医業外収益

(単位：円)

区分
平成２５年度 平成２４年度

比較増減

病院事業収益 5,754,504,760



緩和ケア認定看護師     栃木 由恵 
 患者さん一人ひとりの意思を大切にしながら、患者さ
んやご家族が抱える様々な苦痛を緩和するケアの提供
をしています。患者さんやご家族の揺れる心に寄り添い
ながら、疼痛マネジメントやその他の症状緩和を図った
り、診断や治療、病状の進行に伴う不安 
などが少しでも緩和できるよう精神的な 
支援を実践したりしています。病院全体 
で質の高い緩和ケアが提供できるよう、 
チーム医療の推進を図っていきたいと 
思っています。 

認知症看護認定看護師    青木 千江美 
① 高齢者の患者とその家族の不安やニーズを把握し、そ
の人らしい療養生活が送れるような環境を整えます。 

② 認知症の発症から終末期までの、各期に応じたケアの
実践と介護家族のサポートを行います。 

③ 認知症の BPSD の予防と緩和を行います。 
④ 認知症看護の相談や指導を行います。 
  
平成 26 年 10 月からは、神経内科の医師 
と協力し、物忘れ外来（仮称）も始めたいと 
思っています。 

 

 

 ☆ 9 月 1 日より新しい先生が着任されました ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび、平成 26 年 9月から新小山市民病院に赴任いたしました亀田知明と申します。 

栃木県栃木市出身で、3 年前からは小山市に住んでおり、地元の中核病院で、院長の島田先生を中心に活

気のあるこの病院で働けることを大変うれしく思っています。 

専門領域は脳血管障害（脳卒中学）の臨床で、特に脳梗塞や脳出血の急性期治療に従事してまいりました。

脳卒中は栃木県のまさに県民病で、死亡率が高いだけでなく、その後の後遺症で苦しむ場合も少なくありま 

せん。院内の先生方とも協力して 24時間 365 日、レベルの高い脳卒中診療を 

提供できるよう努力してまいりたいと思っております。 

先生方におかれましては、脳卒中を疑う場合や、日常診療の疑問点など、電話 

一本、メール一通で即座に対応いたしますので、是非ご連絡をお願い申し上げ 

ます。 

また、脳卒中医療は急性期だけでは終わりません。一次予防、二次予防、リハ 

ビリや介護に至るまで、先生方をはじめ、多職種の皆様と協力、団結して、小山市 

とその周辺地域の脳卒中の撲滅を目指していきたいと思っております。 

ご指導ご鞭撻の程何卒お願い申し上げます。 

 

 新小山市民病院ニュースレター No.6 

神経内科 医員 

亀田 知明 

 

認定看護師の紹介 
新たに『乳がん看護認定看護師』と『認知症看護認定看護師』の２名の認定看護師が誕生しました。 
当院では、すでに 6 名（脳卒中リハビリテーション、感染管理、摂食・嚥下障害看護、皮膚・排泄ケア、

がん化学療法、緩和ケア）が活動しています。今後もそれぞれの分野で、患者さんやご家族が安心して治療
を受けられるよう活動していきたいと思います。 

がん化学療法認定看護師    寺門 裕子 

抗がん剤治療を受ける患者さんやその家族の方へ、抗が
ん剤治療の正確な情報を提供し、選択した治療が「安心・安
全・確実」に受けられるよう、外来で看護実践をしています。 
また、「安全・安楽・確実」な治療を提供するための環境整

備や、薬剤の特性を理解した支援を行う 
ための治療システムの整備をしています。 
患者さんの病気や治療に対する思いに 

寄り添いながら、その人らしい生活を送る 
ことができるよう活動していますので、 
お声かけください。 

乳がん看護認定看護師     鈴木 孝枝 
 病棟では、手術を迎える患者さんに対しての精神的ケア
や術後の生活指導、補正下着の選び方、リンパ浮腫予防指
導を行っています。外来（水曜日）では、診断時の精神的フォ
ローや治療選択における意思決定支援、治療に伴う有害事
象の症状緩和に向けての支援などを行って 
います。 
 様々なケアを通して患者さんの疑問の軽減 
を図り、よりよい療養生活を送っていただく 
ための情報を提供し、患者さんが乳がんと共に 
生きていくことを支えていきます。 



 

 

◇ とちまるネット運用状況 
 当院は、情報公開施設として登録し、7 月はじめより実際に運用を開始しました。現在同意書のとれた患者様は
まだ十数人ですが、閲覧施設になっている医療機関に逆紹介する際には、できるだけ同意書をとりたいと思って   
います。閲覧施設になっている医療機関でも、患者様を当院にご紹介される時は、ぜひ同意書をとっていただき、
下記番号に FAX していただきたいと思います。 

 
FAX ： ０２８５－２１－３８９６ 
担当 ： 渡邉 涼子 

 

◇ とちまるネット運用講習会のご案内 
 とちまるネット運用講習会を、開業医の先生方やコメディカルの方々を対象に、下記日程で開催する予定です。
講習会を受講されたことのない方は、是非ご参加いただきますよう、ご案内申し上げます。尚、運用講習会を   
受講した方で、まだ閲覧施設の登録をされていない方は、「とちまるネット利用申込書」をとちまるネット協議会
事務局に提出していただきたくお願いいたします。 
 

 第１回 平成 26 年 10 月 2 日（木） 19：15 ～ 21：00   
第２回 平成 26 年 10 月 16 日（木） 19：15 ～ 21：00     
 
     とちまるネットについてのお問合せ先 
       ０２８５－２１－３８４９ 

医療連携相談室 担当 渡邉 涼子 
 

◇ 紹介・逆紹介の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      新小山市民病院ニュースレター No.6    

医療連携相談室 （受付時間 平日 8：30 ～ 17：15） 

医療連携に関する業務       ①紹介患者さんに関する事務 

                 ②地域の医療機関からの紹介患者さんの診察や検査予約の受付 

                 ③地域医療機関訪問 

                 ④「新小山市民病院診療科案内」などの作成と発送 

患者さん・御家族に関する相談業務 ①適切な医療機関や福祉施設などの紹介 

                 ②在宅医療や訪問看護に向けての調整 

                 ③医療費などの経済的問題の相談 

                 ④介護保険や身体障害者手帳などの制度の紹介や利用の相談 など 

 
TEL 0285-21-3849    FAX 0285-21-3896 

メール renkei@hospital.oyama.tochigi.jp  ※メールでも受付しております。 

 

 

 

9 月１6日（火）より、内科・神経内科・循環器内科のみ、紹介患者の予約診療を開始します。 

予約を希望される患者様がいらっしゃいましたら、下記、予約専用ダイヤルにご連絡ください。 

予約専用電話：０２８５－２１－３８７１ 

    担当：医療連携相談室スタッフ 

 ※ 婦人科の予約については、これまで同様、医事課で受け付けます。 

 

紹介患者の予約について 
 

％ 
今年度になり、紹介率・逆紹介率ともに、 

かなり上昇いたしました。皆様のご協力に 
感謝申し上げます。 
地域医療支援病院の施設基準にかなり 

近づいてまいりました。今後も、病院スタッフ
全員で努力を重ねていきますので、ご支援・
ご協力よろしくお願い申し上げます。 
患者支援センター 

医療連携相談室  山中 涼子 

第 1回、第 2回は同じ内容
です。 どちらかにご参加く
ださい。 
以前、運用講習会を受講

された方は不要です。 
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